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汚染水発生抑制対策の進捗及び検討状況
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1-1.雨水対策の現況について：建屋屋根雨水対策状況（全体）

4R/B上屋

排気筒

4Rw/B

1,2S/B

排気筒

3T/B下屋

4T/B上屋

4T/B下屋

2T/B上屋

3R/B下屋 4R/B下屋

2R/B上屋

1T/B下屋

1R/B下屋

1T/B上屋

3C/B 4C/B1C/B
2C/B

2020.7.8 流入防止堰設置完了
2020.8.7 雨水カバー設置完了

2018年2月
ドーム屋根設置完了

ガレキ撤去作業中
（2023年度頃まで

カバー設置完了予定）

1R/B上屋
3R/B上屋

2013年7月
屋根カバー設置済

3,4S/B

3T/B上屋

2T/B下屋

2R/B下屋1Rw/B

2Rw/B

3Rw/B

2020.3.27完了

2020.9.18完了

R/B : 原子炉建屋
T/B : タービン建屋
Rw/B: 廃棄物処理建屋
C/B : コントロール建屋
S/B ：サービス建屋

屋根損傷部

3号機T/B上屋 屋根状況（着手前） クレーンヤード整備完了 ３号機T/B上屋 ガレキ撤去状況

1,2FSTR他1/2号機Rw/B 屋根状況

1号機
Rw/B2号機

Rw/B

2020年9月 一部エリア完了

３号機タービン建屋（T/B）、３号機原子炉建屋（R/B）北東部、１/２号機廃棄物処理建屋（Rw/B）の

一部エリアにおける雨水対策は、2020年9月までに完了。

2020.6.29：2Rw/B 500m2完了
2020.8.5:  1Rw/B 100m2完了
2020.9.29:2Rw/B 500m2完了

【凡例】

雨水対策実施予定

汚染源除去対策済

カバー屋根等設置済

陸側遮水壁

浄化材

雨水排水先
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1-2.３号機タービン建屋（T/B）・進捗状況、全体工程

建屋海側道路 逆洗弁ピット

600tC/C

①クレーンヤード整備

③雨水カバー設置

②ガレキ撤去

3,4増設S/B
約680m2

T/B低層部
約680m2

吸引装置

３号機T/B屋根面対策の全体像

②ガレキ撤去（完了）
大型クレーン＋吸引装置により、遠隔でガレキ、
ルーフブロック、敷き砂等を撤去。

③流入防止堰（完了）、雨水カバー（完了）
・堰及びカバーにより、屋根損傷部（1,000m2）
からの雨水の直接流入を防止。
・浄化材設置、防水塗装を実施。

汚染源除去対策として、3,4号機増設サービス建屋（S/B）、3号機T/B低層部、3号機T/B上屋の
ガレキ撤去完了。
雨水対策として、2020年7月8日に流入防止堰の設置完了。8月7日に雨水カバーの設置完了。

T/B上屋

2018年度 2019年度 2020年度

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

3号機
T/B

クレーンヤード整備 ガレキ撤去

流入防止堰設置

浄化材設置、防水塗装

雨水カバー設置

①クレーンヤード整備

①クレーンヤード整備（完了）
クレーンが寄りつけるよう逆洗弁
ピット充填、路盤補強。

北

屋根損傷部

3号機タービン建屋・屋根状況【着手前】
〔上空から撮影〕

北
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1-3.３号機タービン建屋（T/B）・雨水対策の実施状況

2018年10月から、３号機タービン建屋東側のヤード整備を開始。
2020年5月から、流入防止堰の設置を開始。7月20日から雨水カバーの設置作業を開始し、8月7日に完了。

屋根状況【流入防止堰・雨水カバー（南側）設置完了】
〔西側から撮影〕

クレーンヤード整備状況【完了】
〔北側から撮影〕

３号機タービン建屋・屋根状況【着手前】
〔西側から撮影〕

屋根ガレキ撤去の状況
〔北側から撮影〕

屋根損傷部（南側）屋根損傷部（北側）

屋根損傷部（南側）屋根損傷部（北側）

クレーンヤード整備状況【整備中】
〔北側から撮影〕
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1-4.１/２号機廃棄物処理建屋（Rw/B）・進捗状況、全体工程

2019年度 2020年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

雨水対策
Ａ工区：500m2

（2号機Rw/B側）

雨水対策
Ａ工区：100m2

（1号機Rw/B側）
Ｂ工区：500m2

（2号機Rw/B側）

汚染源除去対策

雨水対策として、Ａ工区のうち500m2（2号機Rw/B側）は、準備作業
（床面清掃）、排水ルートの敷設、浄化材の設置を実施し、2020年6月
29日に排水ルートの切替完了。

Ａ工区の残り100m2（1号機Rw/B側）は、８月５日に排水ルートの切
替完了。

Ｂ工区の500m2（2号機Rw/B側）はファンネルの清掃を行い、９月29
日に排水ルートの切替完了。

1/2号機排気筒解体、片付け

準備作業（床面清掃）

ガレキ撤去（Ａ工区）

浄化材製作、
排水ルート敷設・浄化材設置

排水ルート
▼切替完了

排水ルート敷設

工区割図

Ａ工区

２号機Rw/B１号機Rw/B

Ｂ工区

Ｃ工区

500m2

100m2

500m2

1号機 2号機

A工区 100m2 500m2

B工区 500m2 500m2

C工区 500m2 ―

【面積内訳】

Ａ工区
排水ルート

▼切替完了

Ｂ工区
排水ルート

▼切替完了
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T.P.+2.5m盤のフェーシングは完了し、目地止水・クラック補修等の保全を適宜実施。
陸側遮水壁外のT.P.+6.5m～8.5m盤は、干渉する建物・タンク等を撤去し、順次、フェーシングを実施
中であり、2019年度中に完了した。
陸側遮水壁内エリアについては、廃炉作業に支障がなく実施可能な範囲から、適宜ヤード調整のうえ、フ
ェーシングを実施する。今年度は、１T/B東側、２T/B東側及び2-3号間道路東側を実施しており、4T/B
東側（ ）を翌年度に計画中である。

1-5. T.P.+2.5m～+8.5m盤のフェーシング実施状況

1,2FSTR他

4R/B上屋

排気筒

1,2S/B

排気筒

3T/B下屋

4T/B上屋

4T/B下屋

2T/B上屋

3R/B下屋 4R/B下屋

2R/B上屋

1T/B下屋

1R/B下屋

1T/B上屋

3C/B 4C/B1C/B
2C/B

1R/B上屋
3R/B上屋

3,4S/B

3T/B上屋

2T/B下屋

2R/B下屋
1Rw/B

2Rw/B 3Rw/B

R/B : 原子炉建屋
T/B : タービン建屋
Rw/B: 廃棄物処理建屋
C/B : コントロール建屋

N

4Rw/B

T.P.+2.5m盤フェーシング完了

T.P.8.5m盤

T.P.2.5m盤

【凡例】

陸側遮水壁
フェーシング（実施中）

フェーシング完了

既設設備（建物・タンク等）T.P.+6.5m盤

1CST 2CST 3CST 4CST

2018/3完了

2019/3完了

2020/3完了

2020/3完了

2020/3完了
2020/3完了

2020/3完了

陸側遮水壁内進捗（9月末時点18％）※2023年度までに50％を目指す

2020/9完了
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2-3号間道路（海側） 状況写真

（施工前）

（施工後）

1-6. T.P.+8.5m盤フェーシングの状況

1号機タービン建屋海側 状況写真

（施工前）

（施工中）
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２-1.汚染水発生量の現況について

陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な対策の進捗に伴って、建屋流入量・汚染水発生量共に減少しており

、2018年度は170m3/日まで低減。2019年度は、1,663㎜と震災以降最大の降雨量となり、約180m3/日

となっているが、冬期などの降雨量が比較的少ない時期には150m3/日を下回る傾向となっている。

2019年10月は、震災以降最大の降雨（563mm/月）となり、汚染水発生量は約440m3/日に増加したが、
2017年10月の大雨時（416mm/月）の約540m3/日から100m3/日程度抑制されている。

170 [100] m3/日

1,429mm/年度 1,337mm/年度 1,375mm/年度

490 [270] m3/日 400 [200] m3/日 220 [140] m3/日

999mm/年度

海側遮水壁の閉合後、
地下水ドレン稼働
（2015.11）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ１（2016.3末）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ2（2016.6上）

汚染水発生量［建屋流入量］

180 [120] m3/日

1,663mm/年度

440

220

140 [110] m3/日

1,198mm

データ；～9/30まで

雨量データ；～9/30まで 8



2-2.汚染水発生量と降雨量との関係

建屋流入量は、降雨により増加する傾向はあるものの、年々抑制されており、降雨時の流入量は、低減傾
向となっている。

2.5ｍ盤からの建屋への移送量は、降雨による増加傾向は大幅に抑制され、2018年度以降は降雨による増
分は殆どなくなっている。

建屋流入量 2.5m盤からの建屋への移送量

（2015.11~）

降水量（グラフ横軸）
平年降雨量：1,473mm/年*1

⇓
月平均雨量： 123mm/月（1,473/12）

月平均雨量における建屋流入量の比較
2019年度：111 m3/日
2020年 ：101m3/日

1０m3/日低減
（約300m3/月）

10m3/日低減
8月

※2020.9月迄のデータでプロット
但し、8月データは、本設ポンプによる移

送に伴う建屋流入量のバラツキを考慮して、
回帰分析において除外している。

9*1 1989年～2019年の30年間雨量にて算出

9月



2-3.2019年度と2020年の比較：号機別*2

10

*2 号機別の流入量は、前頁の建屋流入量の算出には用いていない、
建屋別の移送量を基に試算している。

123mm

2019年度： 9 m3/日
2020年 ：10 m3/日

建屋流入量は1m3/日の増（2019年度と2020年の比較）

123mm

2019年度：48 m3/日
2020年 ：40 m3/日

123mm

2019年度：54 m3/日
2020年 ：56 m3/日

123mm

2019年度：10 m3/日
2020年 ： 2 m3/日

建屋流入量は8m3/日の減（2019年度と2020年の比較）

建屋流入量は2m3/日の増
（2019年度と2020年の比較）

建屋流入量は8m3/日の減（2019年度と2020年の比較）・3号T/Bは、2020/8/17より本設ポンプ
に切替えて水位低下を実施.

・8月データは除外

9月

9月

9月は、200mm降雨で
みると昨月までと比較
して、約200m³
（面積換算1000m2）
の抑制。屋根対策の効
果と評価されるが、今
後も、傾向を注視する

9月は、200mm降雨
でみると昨月までと比
較して、約400m³
（面積換算2,000m2）
の抑制。屋根対策の効
果と評価されるが、今
後も、傾向を注視する

１号機 ２号機

３号機 ４号機



【参考】第７０回 特定原子力施設監視・評価検討会のコメント回答
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（回答）

2018年より、台風等大雨が予想される場合、事前に降雨予測量を確認し、１日の降雨量が

２００ｍｍ程度以上の場合には、当日の当直員に加え、他の当直員もしくは、当直員と同

等の力量を持つ者（作業管理Ｇ員）を応援者として増員する運用としている。

これらにより、大雨時への対応は適切に図れている。
また、建屋屋根の雨水浸透対策も進め、降雨時の漏えい検知の発生自体の抑制は継続して

対策を行っていく。

〇増要員の実績：

２０１９年台風１９号（2019年10月12日）

各制御室（１～４号、５・６号、水処理）に２名ずつ増員し対応（全体数２０人⇒２６人）

（コメント）

過去の豪雨発生時に、建屋内漏洩検知器の作動と建屋水位上昇が同時に発生し、運転員が対

処できなくなったことがあったが、このような事態への対応、体制はどうなっているのか



建屋毎の地下水及び雨水流入量
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1-1.各建屋への流入量評価

滞留水処理の進捗（建屋水位の低下）により、1~4号機建屋の切り離しを達成したことから、各建屋毎に
建屋流入量（雨水・地下水等の流入量）評価を実施。なお、まだデータ点数が少ないことから、評価は継
続し、傾向を確認していく。

1号機はタービン建屋（T/B）、廃棄物処理建屋（Rw/B）の床面露出状態を維持しており、原子炉建屋
（R/B）はT/B,Rw/B床面より低い水位で運用。

2,3号機はR/B水位をT/B、Rw/B床面より低い水位で運用。T/B、Rw/Bの建屋滞留水はR/B側へ流出し
ていた状況であったが、2号機は2020年10月より、3号機は2020年8月よりT/B、Rw/Bの床ドレンサン
プに設置した滞留水移送装置を稼働させ、床面露出状態を維持。

4号機は、2020年8月からR/B,T/B,Rw/Bの床面露出状態を維持。

1T/B

1R/B 1,2Rw/B
2R/
B

2T/B

3Rw/B 3R/B

3T/B

4Rw/B4R/B

4T/B

2号機 3号機 4号機

＊1

＊1：1号機Rw/Bに流入した雨水・地下水は、連絡口から2号機Rw/Bへ流れ込んでいることから、2号機Rw/Bと合算して評価。
なお、2020年10月より1号機Rw/Bの床ドレンサンプに設置した滞留水移送ポンプを稼働させたことから、現在は2号機Rw/Bへ
流れ込んでいない。

1号機
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原子炉注水
C[m3/d]

ポンプ移送
P[m3/d]

水位増減
Δh[m/d]

建屋有効面積
S[m2]

建屋流入量
（雨水・地下水流入量）

Ｆin [m3/d]

その他移送
T[m3/d]

他建屋への連通量
F out [m3/d]

【建屋流入量の評価式】

Ｆin ＝ S・Δh － C － T ＋ P + Ｆout 

：既知（流量計や水位計データ）

：概算（図面、運転実績により算出）

：不明（流入量評価では０を代入）

建屋流入量

他建屋への連通量：不明（０を代入）

建屋流入量

2uR/B 2uT/B

参考：建屋間の水位差がある場合のイメージ 参考：２号機建屋流入量評価

連通先の建屋の流入
量は多く評価

他建屋への連通により、流入量は低く評価

参考：建屋流入量がマイナス評価となるケースについて

（参考）計算手法について

建屋水位
R/B＜T/B

建屋水位
R/B＞T/B

なお、建屋間に水位差があり滞留水が連通している場合、水位の低い建屋の方へ滞留水が流入することになるが、その流入量
を建屋流入量と切り分けて評価することが出来ない。その影響により、建屋流入量（Fin）が評価上、マイナス値を示す建屋が
あるものの、周辺サブドレン水位＞建屋水位であることから、実態は建屋滞留水は外部へ流出していない。

具体的には、2,3号機は2019年頃までT/Bの滞留水移送ポンプを主として水位低下を進めていたこと（R/B水位＞T/B水位）か
ら、R/B滞留水がT/Bに流入し、R/Bの建屋流入量がマイナス評価となっている。2020年頃からはR/Bの滞留水移送ポンプを
主として水位低下を進めていることから、T/Bの流入量評価がマイナス評価となっている。
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1-2.各建屋への流入量評価： １号機

1号機
T/B

1号機は全体的に流入量が小さい。

1R/Bは屋根が全面的に破損しているため、降雨時に流入があるが、降雨時以外において流入量はほとん
どない。

1T/Bは屋根に破損箇所はないが、降水により周辺地下水位が上昇した期間に流入量が増加する傾向が見
られる。
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1-3.各建屋への流入量評価： ２号機

2号機は全体的に建屋流入量が多く、降雨時に増加する傾向が確認されている。
R/Bは2020年1月頃から滞留水移送ポンプを主として稼働させ、R/B滞留水はT/B滞留水よりも高い水位から低い水位と
なっている。これに伴い、R/Bの建屋流入量は、マイナス評価からプラス評価となっている。

T/Bは2020年10月より床ドレンサンプに設置した滞留水移送ポンプを稼働させたことで、R/Bへ滞留水が流出している
状況ではないが、まだデータ数が少ない状況。建屋流入量の評価は困難であるが、今後もデータを蓄積し、評価してい
く。

Rw/Bの建屋流入量は隣接する建屋水位に影響されておらず、連通は停滞していると考えられる。流入量は継続して少
なく、降雨時に若干の増加が確認される。

建屋水位
R/B＜T/B

建屋水位
R/B＞T/B

2号機
T/B

2号機
Rw/B

16

：増強工事(大口径化)が完了した新設ピット

：建屋周辺SD範囲



1-4.各建屋への流入量評価： ３号機

4号機
Rw/B

建屋水位
R/B＜T/B

建屋水位
R/B＞T/B

3号機
T/B

3号機
Rw/B

34

3号機は全体的に建屋流入量が多く、降雨時に増加する傾向が確認されている。
R/Bは2019年1月頃から滞留水移送ポンプを主として稼働させ、R/B滞留水はT/B滞留水よりも高い水位から低い水位と
なっている。これに伴い、R/Bの建屋流入量は、マイナス評価からプラス評価となっている。

T/Bは2020年8月より床ドレンサンプに設置した滞留水移送ポンプを稼働させたことで、R/Bへ滞留水が流出している状
況ではなく建屋流入量評価が可能。まだデータ数が少ないが、比較的流入量が多い傾向が確認されており、主たる地下
水等の流入箇所があると想定。今後もデータを蓄積し、評価していく。なお、2020年8月より屋根補修を実施しており、
降雨時の増加量が減少傾向にある。

Rw/Bは2号機同様、隣接建屋との連通は停滞していると考えられ、流入量は継続して少ない状況にある。
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：増強工事(大口径化)が完了した新設ピット

：建屋周辺SD範囲

※１：３号機R/B水位として、R/Bトーラス室水位を使用。
３号機R/B水位低下を進めていく中で、R/Bトーラス室
水位が停滞傾向となったことを確認。
当該エリアは炉注水による定常的な流入があるため、
ポンプ設置を計画中。

※１



1-5.各建屋への流入量評価： ４号機

4号機は全体的に建屋流入量が小さい。

R/B、T/B、Rw/Bの地下水等流入量は少ない状況。降雨時の流入に関してはT/B建屋が比較的多い。
今後もデータを蓄積していく。

：増強工事(大口径化)が完了した新設ピット

：建屋周辺SD範囲

4号機
T/B

4号機
Rw/B

※
１

※１ 建屋滞留水の水位低下時、評価上の誤差の影響を受け、建屋流入量流がマイナス評価となる場合があるが、周辺サブドレン水位＞建屋水位である
ことから、実態は建屋滞留水は外部へ流出していない。
（4号機は残留熱除去系配管のドレン弁が開いており、水位低下時にS/C内包水が建屋へ流出しているため、地下水・雨水の流入量評価から引いて

いる等、評価時の誤差の影響を受けていると推定）
18


